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成
人
の
日

二
十
歳
お
め
で
と
う

一
月
十
五
日
は
成
人
の
日
－
全
国
で

今
年
二
十
歳
を
迎
え
る
若
者
は
百
六
十

二
万
人
、
町
内
で
旭
男
百
九
十
人
、
女

二
百
五
人
が
、
成
人
の
仲
間
入
り
を
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
会
場
と
な
っ
た
町
民
会
館

に
は
、
半
数
近
い
二
百
名
程
が
集
り
、

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
若
い
熱
気
で
い
っ
ぱ
い
に
つ

つ
ま
れ
る
中
、
伊
藤
町
長
を
は
じ
め
、

諸
先
輩
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が
送
ら
れ

ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
新
成
人
を
代

表
し
て
、
下
二
町
住
の
沖
津
信
行
さ
ん

が
「
新
成
人
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
期
待

に
そ
う
よ
っ
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
」

と
力
強
い
答
辞
を
読
み
あ
げ
ま
し
た
。

式
典
の
後
、
ラ
ジ
オ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
等
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
音
成
彦
始
郎

さ
ん
の
「
二
十
一
世
紀
が
期
待
す
る
も

の
」
と
題
し
て
記
念
講
演
が
あ
り
、
そ

れ
に
聞
き
い
る
新
成
人
の
顔
に
は
、
二

十
歳
に
な
っ
た
喜
び
が
、
し
み
じ
み
と

う
か
が
え
ま
し
た
。

町　の　人　口

53年12月末現在（）は昨年比

人　　口　25′931（＋　514）

男12，592（十　282）

女13，339（＋232）

世帯数　7．885（＋277）

町の面積　10．82　嘘
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（性質分類）

昭
和
五
十
二
年
度
の
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
の
決
算
が
昨
年
十
二
月
の
定

例
議
会
で
認
定
を
受
け
ま
し
た
の
で
報

告
い
た
し
ま
す
。

昭
和
五
十
二
年
度
も
経
済
情
勢
は
厳

し
く
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
、
町
税

地
方
交
付
税
等
の
収
入
が
の
び
悩
み
、

支
出
は
産
炭
地
特
有
の
改
良
住
宅
等
建

設
及
び
福
祉
事
業
等
の
住
民
要
求
が
強

く
、
町
の
台
所
は
大
変
苦
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。

今
後
と
も
、
こ
の
不
況
が
続
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
町
と
し
て
も

経
費
の
節
減
に
よ
り
努
め
、
効
果
的
な

財
政
計
画
を
た
て
て
、
予
算
執
行
に
努

力
い
た
し
ま
す
の
で
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一般会計決算概況
「…

歳　　　　　　　　　　　 出

】責

及
び
経
常
的

・経
費

ｌ

科　 、　 日 決算額 （方 円） 構 成 比 （％ ）

人　　 一　件　　　 費 7億6 ，072 16 ．4 ・

物 1 ＿・件 、　 費 2億3＿，011 5．0

維　 持　 補　 修　 費 6 ，130 1．3‾．

扶　　　 助　　　 費 】 2億1 ，928 ；　 4 ・．7 ′－

補　　　 助　　　 費 3億6 ，506 7 ．8

小　　　　　　　 計 16億3 ，647 35 ．2

投
順

費

普 通 建 設 事 業 費 19億8 ，440 42 ．7

災　 害　 復　 旧　 費 4億5 ，546 9 ．8

失　 業　 対　 策　 費 1億6 ，129 3 ・．年

小　　　　　　　 計 26億 115 56 ．Ｏｒ

そ
の
他

の
経
費

公　　　 債　　　 費 3億8，830 8 ．4

繰　　　 出　　　 金 1，697 0 ．4

積　　　 立　　　 金 162

投 資 及 び 出 資 金 7

小　　　　　　　 計 4億　 696 8．産　二

合　　　　　　　　 計 46億4 ，458 100．0　∴

一　　　　 歳　　　　　　　　　 入

ｉ

ｌ自

主

財

源

科　　　　　　 目 決 算 額 （万 円 ） 構 成 比 （％ ）

町　　　　　　　　 税 6 億 5 ，57 4 1 4 ．3

分 担 金 及 び 負 担 金 2 ，45 1 0 ．5

使 用 料 及 び 手 数 料 1 億 2 ，20 2 2 ．7 ・

財　 産　　 収　　 入 79 1 0 ．2

繰　　　 越　　　 金 5 4 5 0 ．1

諸　　　 収　　　 入 6 億8 ，390 14 ，9

小　　　　　　　 計 14 億9 ，9 5 3 3 2 ．7

依

存

財

源 ｌ

ｉ

地　 方　 譲　 与　 税 2 ，8 04 0 ．6

自動 車 取 得 税 交 付 金 2 ，8 46 0 ．6

地　 方　 交　 付　 税 9億 5 ，5 50 20 ．8

交 通安 全 対 策 女 付 金 4 5 1 0 ．1

国　 庫　 支　 出　 金 1 2億 5 ，5 55 27 ．3

県　 支　　 出　　 金 9 ，2 02 2 ．0

町　　　　　　　 債 7 億 2 ，7 90 15 ．9

小　　　　　　　　 計 30 億 9 ，1 98 6 7 ．3

合　　　　　　　 計 45 億 9 ，1 51 10 0 ．0

六
千
四
百
万
円
の
赤
字

一
般
会
計
に
お
け
る
歳
入
決
算
額
は

四
十
五
億
九
千
百
五
十
一
万
円
で
、
予

算
税
額
五
十
二
億
六
百
六
十
六
万
円
に

対
し
、
そ
の
比
率
は
八
十
八
％
で
す
。

ま
た
歳
出
決
算
額
は
四
十
六
億
四
千

四
百
五
十
七
万
円
で
あ
り
予
算
現
額
に

対
す
る
比
率
は
、
八
十
九
二
二
％
で
す

し
た
が
っ
て
、
歳
入
歳
出
不
足
額
五

千
三
百
六
万
円
と
繰
越
明
許
費
千
百
十

五
万
円
、
計
六
千
四
亘
一
十
一
万
円
の

赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

火事・故急車は119番へ（2月7日14時から）警察は110番へ



広句占臨云喜　ⅢⅢ皿肌用棚田田Ⅲ酬岨岨皿昭和54年1月25日冊ⅢⅢｌ

53．4．1現在

、　．

ｌ、

7億4，420万円

14億6，597万円

11億　202万円

7，921万円

1億4，060万円

1億2，332万円

1億　53万円

高
返
済
、
中
間
市
の
水
道
料
金
の
大
幅

値
上
げ
、
五
十
三
年
中
の
渇
水
対
策
に

よ
る
出
費
等
を
考
え
る
と
、
必
ず
し
も

楽
観
は
許
さ
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す

53．4．1現在

町　の　借　金

土木鉱害事業債

公営住宅事業債

教育施設事業債

厚生福祉施設〝

財源対策債

県　貸　付　金

そ　　の　　他

特
別
会
計
決
算
報
告

昨
年
度
に
続
き
黒
字

本
会
計
の
決
算
状
況
は
、
前
年
度
に

引
続
き
五
千
三
百
二
十
二
万
円
の
黒
字

決
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
要
因
は

給
水
使
用
料
、
口
径
別
納
付
金
の
値
上

げ
と
企
業
努
力
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ

の
黒
字
に
よ
っ
て
、
永
年
持
続
し
て
き

た
累
積
赤
字
を
完
全
解
消
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
時
借
入
金
の
残

億
円

5
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4　　 4
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1　 1
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歳 入

歳 出

5　　 3

2　　 1
1　　 9

万　 万 9　　 6 4　　 2

9　　 5
万　 万
円　 円

「‾1 現場彷碍

5　　 9
円　 円 0　　 9

万

円　 円

0　　　 2
万　 万
円　　 円

ｔｔｔｌ－ ．′′′′ノ′′′

金 国 保 上 下 農

頗 民 水 水
業

会 健 共
計
別

康 険 道 道 済

田

国
民
健
康
淋
険
会
計
丑

ン
ご
．

給　水　件　数　　　　　7，894件

年間配水量　　2，395，077ｍ，

間　市　　　　555，257ｍ3

九州市　　1，839，820ｍコ
；・－

有　収　水量　　1，883，170ｍつ

有効無収水量　　　153，510ｍ3

有効有収率　　　　　　85％

（3）

当
年
度
も

被
書
は
皆
無

本
会
計
の
決
算
状
況
は
予
算
現
額
六

百
八
十
九
万
円
で
、
こ
れ
に
対
し
歳
入

五
百
四
十
九
万
円
、
歳
出
三
百
九
十
二

万
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引
額
百
五
十
七

万
円
は
、
基
金
繰
入
七
十
一
万
円
、
残

琴
八
十
六
万
円
は
、
翌
年
度
へ
繰
越
し

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
紳

／“

医
療
費
の
値
上
等
で

苦
し
い
財
政

本
会
計
の
決
算
状
況
は
、
予
算
現
績

四
億
三
千
七
百
十
七
万
円
で
、
こ
れ
に

対
し
、
歳
入
不
足
績
二
千
九
百
二
十
二

万
円
と
な
り
、
こ
の
た
め
翌
年
度
歳
入

繰
上
充
用
金
で
歳
入
不
足
を
補
て
ん
し

て
い
ま
す
。

こ
の
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
保
険
給

付
費
三
億
六
千
六
百
四
十
五
万
円
で
、

歳
出
総
額
の
八
十
八
％
を
占
め
、
前
年

度
よ
り
七
千
七
百
三
十
三
万
円
も
増
え

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
毎
年
の
医
療
費
等
の
値
上
げ

に
よ
り
、
保
険
給
付
費
を
増
加
さ
せ
、

ひ
い
て
は
国
保
税
の
負
担
を
重
く
す
る

結
果
と
な
ｌ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
国
保

会
計
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
益
々
苦
し
い

ｌ
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ｈ
Ｔ
ｒ
ｌ

台
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
、
医
療
費
の
ム

ダ
使
い
が
国
保
税
を
引
き
上
げ
、
私
た

ち
自
身
の
出
費
が
増
え
る
こ
と
を
、
も

う
一
度
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

＼　過去3か年の比較表

区 分　 年 度ｔ 50 51 5 2

世　　 帯　　 数 2 ，4 00 戸 2，4 55戸 2 ，6 05戸

被 保 険 者 数 6 ，3 93 人 6 ，5 55人 6，75 1人

一 世 帯保＿険 税

調　 走 ．1額 34 ，2 3 1円 4 6，3 22円 5 4，96 3円

被保険者 1人当ｌ）

保 険 税調 定 額 12，8 5 1円 17，3 4 9円 2 0，55 7円

保 険 給 付 費 2億 4，78 2万円 2億8 ，9 12万 円 3億 6 ，6 45万円

受
益
者
負
損
で

健
全
な
運
営

本
会
計
の
決
算
状
況
は
予
算
現
題
一

千
六
百
三
十
二
万
円
で
、
こ
れ
に
対
し

歳
入
二
千
百
四
十
九
万
円
、
歳
出
千
九

百
二
十
五
万
円
、
歳
入
歳
出
差
引
残
額

二
百
二
十
四
万
円
は
、
翌
年
度
に
繰
越

し
て
い
ま
す
。

当
年
度
支
出
減
額
は
、
予
算
現
額
に

対
し
七
十
三
％
の
執
行
率
で
支
出
減
額

の
主
な
も
の
は
、
委
託
料
六
百
七
十
三

万
円
、
需
要
費
五
百
二
十
六
万
円
、
及

び
繰
上
充
用
金
三
百
三
十
一
万
円
で
、

歳
出
総
額
七
十
九
・
五
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

タ
バ
コ
は

町
内
で
お
求
め
を

二
〇
本
人
タ
バ
コ
一
箱
で

二
四
円
が
町
の
収
入
に

計量器は正しく使用しましょう　計量管理強調月間　2月1日～2月28日
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成人　と　法律
未
成
年
者
は
、
判
断
能

力
が
不
十
分
な
の
で
、
保

護
の
た
め
に
法
律
上
特
別

の
扱
い
を
受
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
成
人
に
な
る

と
、
特
別
の
扱
い
は
一
切

し
な
く
な
っ
て
、
一
人
前

の
大
人
と
し
て
扱
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

で
は
、
成
人
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
違

い
が
で
る
の
か
、
民
事
上

の
問
題
に
限
っ
て
、
そ
の

い
く
つ
か
を
紹
介
し
て
み

ま
Ｌ
よ
、
つ
。

う
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し

そ
れ
に
ど

う
対
処
す
る
か
は
、
成
人
し
た
以
上
、

す
べ
て
本
人
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
の
で
す
。

、
げ
笈

財　産

と取引

壕

男
子
は
十
八
歳
、
女
子
は
十
六
歳
に

な
れ
ば
婚
姻
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が

未
成
年
の
う
ち
は
、
父
母
の
同
意
が
必

要
で
す
。
こ
れ
は
、
判
断
能
力
が
ま
だ

十
分
で
な
い
未
成
年
者
が
、
軽
卒
を
婚

姻
を
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
で
す
。

成
人
に
な
る
と
、
父
母
の
同
意
は
い

り
ま
せ
ん
。
二
十
歳
に
な
れ
ば
、
も
う

そ
の
よ
う
な
心
配
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
で
す
。

互
い
に
扶
養
義
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
学
生
が
、
成
人
後
も
引

き
続
い
て
仕
送
り
な
ど
を
受
け
る
場
合

は
、
法
律
的
に
は
、
親
権
の
作
用
と
し

て
の
養
育
で
は
な
く
、
親
子
間
の
扶
養

義
務
に
基
づ
く
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

未
成
年
者
に
親
が
い
な
い
場
合
な
ど
に

後
見
人
が
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

後
見
人
は
、
親
権
者
に
代
わ
る
役
割
を

し
ま
す
が
、
こ
の
仕
事
も
、
子
が
成
年

に
達
す
る
と
終
了
し
ま
す
。
そ
の
場
合

後
見
人
で
あ
っ
た
人
は
、
管
理
し
て
い

た
子
の
財
産
に
つ
い
て
、
き
ち
ん
と
し

た
計
算
を
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

れ
ま
す
が
、
法
律
上
は
、
成
年
に
達
す
　
未
成
年
者
が
養
親
と
な
る
こ
と
は
で
き

れ
ば
、
養
親
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
　
ま
せ
ん
。

軸
　
…
　
寸
－
一
過
漂
浪
濁
衰
退

磁
淳
接
鉦
澄

未
成
年
者
は
、
自
分
の
財
産
が
あ
っ

て
も
、
そ
れ
を
自
分
だ
け
の
意
思
で
自

由
に
処
分
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が

成
人
に
な
る
と
、
ひ
と
り
の
意
思
で
処

分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
金
銭
の
借

り
入
れ
な
ど
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
で

す
。こ

れ
は
、
成
年
に
達
す
れ
ば
、
取
引

に
伴
う
利
害
得
失
を
自
分
で
判
断
で
き

る
と
い
う
前
提
に
な
っ
て
い
る
も
の
で

す
。
実
際
の
取
引
は
複
雑
で
利
害
に
つ

い
て
の
判
断
も
、
成
年
に
達
し
た
ば
か

り
の
者
に
は
容
易
で
な
い
場
合
が
あ
り

親権・後見

と　扶養

養子縁組

、
華
∴

ｔ
／
・
．
－
・
｝

四
月
八
日
－

県
知
事
・
県
議
選

四

月

二

十

二

日

－

町

　

議

　

選

皆
さ
ん
も
ご
承
知
の
と
お
り
地
方
統

一
選
挙
が
、
四
月
に
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
選
挙
は
、
私
た
ち
の
一
票
を
明

る
い
住
み
よ
い
県
・
町
づ
く
り
に
私
た

ち
の
意
思
に
よ
っ
て
㍉
政
治
に
反
映
さ

せ
る
大
事
な
選
挙
で
す
。
一
人
の
棄
権

も
な
く
、
明
る
い
選
挙
を
行
う
た
め
、

〝
広
報
み
ず
ま
き
〟
で
は
統
一
選
挙
迄

の
間
選
挙
に
関
す
る
学
習
を
す
る
た
め

不
十
分
で
す
が
資
料
を
掲
載
し
ま
す
の

で
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

成
人
と
選
挙
権

成
人
に
な
っ
た
こ
と
の
象
徴
と
も
い

え
る
権
利
の
一
つ
に
、
選
挙
権
が
あ
り

ま
す
。私

た
ち
は
、
選
挙
権
を
行
使
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
国
政
を
は
じ
め
都
道
府

県
や
市
町
村
の
地
方
政
治
に
参
加
す
る

機
会
を
得
る
の
で
す
。

選
挙
権
は
、
日
本
国
民
で
年
齢
が
満

二
十
歳
以
上
な
ど
、
諸
要
件
を
満
た
し

た
人
に
与
え
ら
れ
ま
す
が
、
実
際
に
選

挙
権
を
行
使
す
る
た
め
に
は
、
市
町
村

の
選
挙
管
理
委
員
会
が
作
成
し
て
い
る

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
、
毎
年
一
回

九
月
に
定
時
登
録
が
行
わ
れ
ま
す
か
、

そ
の
ほ
か
、
選
挙
が
行
わ
れ
る
と
き
に

は
、
そ
の
つ
ど
登
録
で
き
ま
す
。

登
録
は
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
が

行
い
ま
す
が
、
選
挙
人
名
簿
は
〓
疋
期

間
、
公
開
さ
れ
ま
す
。
万
一
、
登
録
も

れ
の
場
合
は
、
補
正
登
録
を
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
と
く
に
、
住
所
が
変
わ

っ
た
と
き
な
ど
ほ
、
確
認
を
し
て
、
貴

重
な
選
挙
権
が
ム
デ
に
な
ら
な
い
よ
う

心
か
け
た
い
も
の
で
す
。

者

未
成
年
者
は
、
親
権
に
服
し
て
い
ま

す
。
親
権
と
は
、
親
が
未
成
熟
の
子
を

養
育
し
、
子
の
漸
産
を
管
理
す
る
な
ど

の
関
係
を
い
い
ま
す
。
子
が
成
年
に
達

す
る
と
、
親
権
は
終
了
し
ま
す
。

親
権
が
終
了
し
た
と
い
う
こ
と
は
、

子
が
一
人
前
に
な
つ
た
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
一
人
前
に
な
っ
て
も
、
親
子
は

ト

未
成
年
者
で
も
、
十
五
歳
に
達
す
る

と
、
自
分
の
意
思
で
養
子
と
な
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
家
庭
裁
判
所
の
許
可

が
必
要
で
す
。
こ
れ
は
、
養
子
縁
組
が

養
子
の
福
祉
の
た
め
に
適
当
か
ど
う
か

を
、
裁
判
所
が
判
断
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
養
子
と
な
る
者
を
保
護
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
成
人
に
つ

い
て
は
、
本
人
の
判
断
に
ま
か
せ
て
よ

い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
家
庭
裁
判
所

の
許
可
は
い
り
ま
せ
ん
。

他
方
、
若
い
人
が
養
親
と
な
っ
て
養

子
縁
組
を
す
る
例
は
多
く
な
い
と
思
わ

投
票
所
の
変
更
‥
・
第
2
・
第
6
投
票
所

水
巻
町
遥
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
前
　
場
を
変
更
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の

回
ま
で
使
用
し
て
い
た
第
2
・
第
6
投
　
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

票
所
会
場
が
有
権
者
増
加
の
た
め
、
会

醇・ 第 醤

6 2 芥
投 投
酉 酉 内ヨ了 ヨ了
所 所 谷

高 第
新松 2

団．ミ 保 投

票

所

ー地 育
葦 、 所

所

高 士口 旧管松 田
理 地 公 団 投

票
事 区 民地
務 住 館
所宅 所

高高梅 ＝ヒ＝ヒニ土ごｌコ　ロ　ロ 関松松ノ 田田田
団区木 団二一 係

地

区

地　 区 地

節水にご協力ください。漏水をみつけたら水道課にすぐ連結を。
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初式

亀
．

町
の
火
消
し
は
ひ
き
受
け
た

出遠賀郡四か町
合　同　消　防

一
月
十
四
日
、

芦
屋
町
競
艇
場
駐

車
場
に
多
数
の
来

賓
を
迎
、
え
、
恒
例

の
遠
賀
郡
四
か
町

消
防
団
と
郡
消
防

団
の
合
同
出
初
式

が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。四

か
町
が
合
同

で
石
う
よ
う
に
な

っ
て
今
年
で
六
回

日
日
、
ベ
テ
ラ
ン
の

か
た
も
多
く
、
小

隊
訓
練
や
ポ
ン
プ
操
法
な
ど
日

勢ぞろいした水巻町消防団

分
団
長

副
分
団
長

部
　
長

1
0
年
　
分
団
長

郡
　
長

粧
　
長

団
　
員

優
良
団
員

分
団
長

銀
　
長

団
　
月

岡
部
轟
紀

白
木
啓

樋
口
　
弘

松
本
大
次
郎

末
永
寅
雄

安
田
修
治

浅
沼
政
次

藤
本
安
男

穴
井
信
男

山
内
盛
之

上
田
信
孝

篠
原
信
幸

久
保
田
忠
孝

福
田
信
二

羽
地
遺
和
夫

己
1

消
防
協
会
遠
賀
支
部
長
表
彰

班
　
長
　
梶
山
和
男

〃
　
　
家
水
安
夫

消
防
団
長
表
彰

墟
　
長
　
川
島
健
司

団
　
月
　
境
辰
一

白
石
雄
二

木
下
蛮
人

大
野
正
人

江
口
祐
司

徳
永
弥
太
郎

佐
藤
直
美

徳
壬
繁
房

中
本
明
彦

麻
し
ん
（
は
し
か
）
の

予
防
接
種
実
施

頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
ろ
う
し
ま
し
た

ま
た
、
自
衛
隊
の
芦
屋
基
地
消
防
址

も
放
水
訓
棟
な
ど
を
披
ろ
う
し
式
典
に

花
を
そ
え
ま
し
た
。

こ
の
式
典
で
消
防
団
員
と
し
て
活
躍

さ
れ
功
績
の
あ
っ
た
か
た
た
ち
に
対
し

て
次
の
と
お
り
表
彰
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

精
練
賓
　
副
団
長

福
岡
県
知
事
表
彰

元
副
団
長

副
分
団
長

副
分
団
長

福
岡
県
消
防
協
会
長
表
彰

永
年
勤
続

2
0
年
　
梯
和
利

永
沢
信
夫

山
本
正
敏

梯
　
和
利

武
尾
友
治

表
彰
授
与
者分

団
長
　
松
本
大
次
郎

防
火
消
防
施
設
宣
伝
の
普
及
車
功
者

一
般

閏
　
月

消
防
事
務
担
当
者

前
田
忠
蔵

米
村
政
行

卯
辰
和
博

日
高
定
信

矢
野
幸
男

武
尾
友
治

1
5
年
　
分
団
長
　
安
永
仙
之
助

福
岡
県
民
火
災
共
済
組
合
理
事
長
表
彰

分
団
　
水
巻
町
第
3
分
団

個
人
　
部
　
長
　
立
山
博
清

麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
本
年
度
か
ら

左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

◎
望
ま
し
い
期
間
　
2
月
」
3
月
（
2

月
1
日
か
ら
3
月
3
1
日
ま
で
の
重
点

期
間
内
に
で
き
る
だ
け
受
け
て
く
だ

さ
い
）

◎
接
種
機
関
　
町
の
次
の
医
療
機
関
で

問
診
票
・
母
子
手
帳
を
持
参
の
う
え

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

楠
本
守
医
院
（
頃
末
）
　
楠
本
隆
医

院
（
吉
田
）
　
中
村
医
院
（
下
二
）

前
原
医
院
（
樋
口
）
　
森
田
医
院

（
梅
ノ
木
団
地
）

◎
接
種
料
　
2
7
0
0
円
（
上
記
接
種

料
は
、
町
で
1
人
当
り
1
3
0
0
円

補
助
を
差
し
引
い
た
料
金
で
す
）
生

保
及
び
非
課
税
、
均
等
割
世
帯
は
無

料
（
金
額
行
政
負
担
）
で
実
施
し
ま

2
月
7
日
川
時
か
ら

◎
役
場
関
係
の
局
番
は
、
全
て
2
0
1
　
　
局
に
な
り
ま
す
。

新
局
番
に

鰍
娘
は
局
番
な
し
の
間
者
へ

水
道
管
の
冬
じ
た
く
は

大
丈
夫
で
す
か

新
し
く
折
尾
電
報
電
話
局
水
巻
分
局

か
、
2
月
7
日
1
4
時
に
開
局
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

先
に
各
家
庭
に
連
絡
し
ま
し
た
と
お

り
、
水
巻
分
局
の
開
局
に
伴
っ
て
町
内

金
城
の
電
話
番
号
の
局
番
が
、
2
0
1

・
2
0
2
局
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
当
日
の
1
4
時
前
後
は
、
切
替

工
事
の
た
め
、
通
話
が
切
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
浅
心
を
か
け
ま
す
か

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
四
度
Ｃ
以
下
に
な

る
と
水
道
管
や
水
道
メ
ー
タ
ー
が
凍
っ

た
り
破
裂
し
た
り
し
ま
す
。
特
に
風
当

た
り
の
強
い
所
や
、
北
向
き
に
あ
る
所

は
保
温
材
で
保
護
し
ま
し
ょ
う
。

保
温
材
は
、
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
水
道
諌
指
定
工
事
店
で
も
取
付
ま
す

万
一
凍
っ
た
と
き
は
、
タ
オ
ル
や
布

を
か
ぶ
せ
て
、
じ
ゃ
Ｈ
の
方
か
ら
ぬ
る

ま
揚
を
ゆ
っ
く
り
気
長
に
か
け
て
溶
か

し
て
く
だ
さ
い
。
急
に
熱
湯
を
か
け
る

と
、
水
道
管
や
じ
ゃ
口
が
破
裂
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

す
。

◎
接
種
対
象
　
生
後
1
8
ケ
月
～
3
6
ケ
月

の
幼
児
（
な
る
べ
く
こ
の
期
間
に
接

種
し
て
く
だ
さ
い
）

な
お
生
後
1
2
ケ
月
～
1
7
ケ
月
、
3
7
ケ

月
～
7
2
ケ
月
の
幼
児
で
も
接
種
で
き

ま
す
（
但
し
、
今
ま
で
に
麻
し
ん
に

か
か
っ
た
人
、
叉
は
既
に
麻
し
ん
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
者
は
除
く
）

◎
問
診
東
の
交
付
　
接
種
を
受
け
た
い

方
は
、
母
子
手
帳
及
び
印
鑑
持
参
の

う
え
町
役
場
保
険
衛
生
係
の
窓
口
で

問
診
票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い

◎
接
種
上
の
注
意
事
項
　
麻
し
ん
（
は

し
か
）
　
の
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
る

方
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ

ヽ

．

　

Ｊ

Ｉ
Ｙ

①
対
象
、
年
齢
、
実
施
期
間
を
厳
守
す

る
こ
と
。
酌
後
1
ケ
月
は
、
生
麻
し

ん
ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
た
め
他
の
予
防

接
租
は
一
切
で
き
ま
せ
ん
。

②
ガ
ン
マ
グ
ロ
ブ
リ
ン
投
与
後
は
3
ケ

月
以
上
接
穂
は
で
き
ま
せ
′
ん
。

③
免
疫
産
生
異
常
を
き
た
す
お
そ
れ
の

あ
る
疾
病
（
例
え
ば
白
血
病
、
憩
性

リ
ン
パ
腫
等
を
有
す
る
者
）
及
び
放

射
線
療
法
を
受
け
て
い
る
患
者
、
副

腎
皮
質
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
抗
随
瘍
剤
、

免
疫
抑
制
剤
な
ど
を
受
け
て
い
る
患

者
及
び
こ
れ
ら
の
治
蝶
中
止
後
6
ヶ

月
以
内
の
者
は
接
種
を
し
な
い
。

《通報の要領≫　①自分の住所・氏名　②いつ　③どこで
④何を（どんな違反など）⑤車のナンバー・型・色など

暴走行為を見たら110番へ



賢

2
月
の
幼
児
相
談

▼
日
時

▼
場
所

▼
対
象
児

▼
内
容

2

月

5

日

・

1

9

日

1

3

時

3

0

分

～

1

5

時

3

0

分

町

民

会

館

日

本

間

1

歳

6

か

月

～

1

歳

8

か

月
健
康
相
談
　
体
重
・
身
長
計

測
　
家
族
計
画
な
ど

酬附け昭和54年1月25日冊＝…ⅢⅢⅢⅢ日脚Ⅲ州Ⅲ間酬…Ⅲ間冊ｌⅢ脚

2
月
の
母
子
手
帳
交
付

▼

日

時

　

2

月

5

日

・

1

9

日

　

1

0

時

▼
場
所
　
役
場
西
別
館

▼
内
容
　
母
子
手
帳
の
使
い
方

妊
娠
中
の
過
し
方

2
月
の
…
配
。
恕
談

▼
日
時
　
2
月
7
日
・
1
6
日
・
2
6
日

1
3
時
～
1
6
時
3
0
分

▼
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

▼
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
相

県
交
通
事
故
相
談

▼
日
時
　
2
月
6
日
　
1
0
時
～
1
6
時

▼
場
所
　
中
間
市
市
民
談
話
室

宅
地
建
物
取
引
の

無
料
相
談

▼
日
時
　
2
月
1
9
日
・
2
0
日

▼
場
所
　
八
幡
井
筒
屋
6
階

▼
相
談
員
　
弁
護
士
、
税
理
士
、
司
法

書
士
、
県
・
市
専
門
職
員
等

▼
主
催
　
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

町
建
設
工
事

指
名
願
の
受
付

昭
和
5
4
年
度
水
巻
町
が
発
注
す
る
建

設
工
事
、
測
量
、
管
工
事
、
地
質
調
査

業
務
の
入
札
、
見
積
り
に
参
加
希
望
さ

れ
る
か
た
を
次
の
要
領
で
受
付
け
ま
す

▼
受
付
期
間
　
4
月
1
日
～
1
5
日

▼
受
付
場
所
　
役
場
財
政
係

建
設
業
者
ク
ー
ド
（
町
指
定
）
を
2

月
1
日
か
ら
財
政
係
で
配
布
し
ま
す
。

砂
山
・
丸
の
内
線
の

計
画
変
更
縦
覧

水
巻
都
市
計
画
道
路
砂
山
・
丸
の
内

線
の
計
画
変
更
（
県
知
事
決
定
）
の
縦

覧
を
左
記
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
　
1
月
2
1
日
～
2
月
3
日

▼
縦
覧
場
所
　
役
場
建
設
課
及
び
県
都

市
計
画
係

▼
変
更
区
域
　
大
字
古
賀
字
卯
月
、
足

谷
、
大
浦
、
小
脇
、
立
添
野
の
一
部

福
岡
県
保
母
採
用
試
験

▼
試
験
日
　
3
月
2
7
日
～
2
9
日

▼
試
験
場
　
福
岡
市
　
香
蘭
女
子
短
大

▼
聖
日
受
付
　
2
月
1
0
日
～
2
月
1
6
日

遠
賀
福
祉
事
務
所
へ

町
民
会
館
の
休
館
日
変
更

3
月
の
町
民
会
館
の
休
館
日
は
、
都

合
に
よ
り
3
月
1
1
日
（
第
2
日
曜
）
に

変
更
し
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
祭
り
歳
時
記
」

購
読
の
推
薦

「
ふ
る
さ
と
祭
り
歳
時
庫
は
、
県

内
で
催
さ
れ
て
い
る
多
種
多
彩
な
祭
り

行
事
を
幅
広
く
集
録
し
、
わ
か
り
や
す

く
紹
介
す
る
た
め
発
行
し
た
ユ
ニ
ー
ク

な
図
書
で
す
。
購
入
希
望
者
は
左
記
の

要
領
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
頒
布
価
格
　
1
冊
8
0
0
円

▼
申
込
先
　
福
岡
県
観
光
連
盟
…
福
岡

市
博
多
区
博
多
駅
中
央
街
2
－
1

（

℡

0

9

2

・

4

7

2

・

1

9

1

0

）

▼
申
込
締
切
日
　
3
月
1
0
日

2
月
の
粗
大
ゴ
ミ
収
集
日

粗
大
ゴ
ミ
を
出
す
場
合
は
、
左
記
収

集
日
の
2
日
前
ま
で
に
役
場
衛
生
係
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

0
2
月
3
日
（
土
）
　
国
道
三
号
線
よ

り
南
部
（
中
央
区
・
頃
末
丸
の
内
は

北
部
）

0
2
月
1
4
日
（
水
）
　
猪
熊
（
入
柳
地

区
を
除
く
）
・
猪
熊
町
住

0
2
月
1
7
日
（
土
）
　
国
道
三
号
線
よ

り
北
部

今

月

の

納

期

税
金
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

紺
璃
轡
一
絹
丁
月
晋
ま
で

非
行
化
防
止
標
語

い
い
人
と
　
い
っ
ぱ
い
友
達
に
な
ろ
う

安
部
和
徳
　
伊
左
座
小
四
年

声
を
か
け
よ
う
　
み
ん
な
で
協
力

非
行
化
ほ
う
し

後
藤
清
美
　
吉
田
小
四
年

心
に
太
陽
　
み
ん
な
で
え
が
お

原
　
久
寿
代
　
猪
熊
小
五
年

7

2月のし尿汲取予定日

1日　頃末、頃末（5・12区）、猪熊

2日　頃末、唐熊県住、頃末（12・13区）

猪熊

3日　鯉口、車返し、猪熊

5日　片山、猪熊、鯉口、御輪地、垣添

頃末（18区）、松栄荘

6日　緑風国、中央区、美吉野団地、猪

熊

7日　美吉野団地、本村（1・2組）、

新生街、中央区、商店街、月夜待

立屋敷、伊左座

8日　宮尾、古賀、机、川端、大橋こ　県

道筋、本村、二、下二、高松区

9日　新生街（山ノロ団地）、御輪地、

樋口卯月、下二町住、二町住、宮

ノ下社宅、頃末（15・，25区）

10日　イ八社宅、車返し東、樋口

13日　古賀区、頃末（6・11・14区）
11

．14日　‾書均団地、古賀区、頃末（6

・14区）

15日　吉田団地、古賀区、猪熊

16日　吉田団地、鯉口区、樋口

17日　下二、吉田本村

19日　二、伊左塵、猪熊町住

20日　古賀県住

21軋　樋口商店街

22日　みずほ団地、梅ノ木区

23日　みずほ団地、幼稚園通り、梅ノ木

区

24日　幼稚園通り

27日一猪熊

28日、猪熊

礼－－　お

香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご寄贈があ

りました。ご冥福をお祈りいたしますとともにあっくお礼申
し上げます。

殿
殿
殿
殿∴

井
木
桜
衛

故井　上　融　殿
放木曽武雄殿
故桜井友晃殿
故衛藤ヱジュ殿

古　　賀

下　　二

高松団地
吉　田　三

あなたの役場です　電話（201）4321番（2月7日14時から）

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衡

水
　
巻
　
町
　
企
　
画
　
財
　
政
　
課
　
（
電
　
話
　
6
0
1

腎

ご
印

刷
　
遠
　
賀
　
印
　
刷
　
株
　
式
　
会
　
社


